
目的
一般的にシステムに吸着しやすい化合物に 

ついて、ACQUITY UPLC® H-Classシステム
でのキャリーオーバについて性能を確認する。

背景
幅広い濃度範囲での定量が要求される場合、
正確に、そして再現良くサンプルを吸引、 

注入すことが重要となります。ピーク面積 

の正確さが不十分である場合、要因の一つ 

として、前に注入した試料のキャリーオーバ
が考えられます。このため、キャリーオーバ 

の影響を最小限に抑えるインジェクタ設計
が求められます。しつこいキャリーオーバは
システム汚染の原因になることもあり、場合
によっては、システムをオフラインにして 

洗浄したり、汚染した部品を交換しなければ
ならないケースもあります。さらに、昨今の検
出技術の進歩により、キャリーオーバの 

コントロールはますます難しくなっています。
また、低濃度の試料、たとえば数ngレベル 

での分析では、実際にカラムに注入したサン
プルの量とキャリーオーバが比例しないこと
もしばしばあります。このことは、多くの分析
法において、定量範囲を制限する原因と 

なってしまいます。インジェクタをよりシン 

プルにすることでキャリーオーバは低減し、
分析条件の最適化も容易になります。  

mg/mLオーダーの分析でも、ng/mLオーダーの分析
でも、ACQUITY UPLC H-Classシステムが、サンプルの
キャリーオーバを容易に解決します。 
フロースルーニードルを採用したインジェクタと1種
類の洗浄液の設定により、吸着が起こりやすいサン
プルでも簡単に分析条件を最適化できます。

図1、ACQUITY UPLC H-Class システムでのキャリーオーバ試験（UV検出）

ソリューション
ACQUITY UPLC H-Classシステムは、UPLC®、HPLC両方のアプリケーションに
対して優れた性能を有するとともに、ルーチン分析にも適した柔軟なシステム
です。フロースルーニードルを基本とするサンプル注入機構(SM-FTN)では、 

ニードル内部は、分析中、常時、移動相で洗浄されます。グラジエント分析では、
グラジエント移動相組成での洗浄が行われます。ニードル外部については、 

1種類の洗浄液を使用し、洗浄液がサンプルや移動相とは接触しない設計に 

なっています。ニードルとシールの接触面で両方を洗浄することにより、コン 

タミネーションを回避します。洗浄時間は分析条件設定画面にてプログラム 
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可能で、洗浄するタイミングも注入前、注入後、 

または両方を選択できるよう設計されています。
サンプルに適した洗浄液を選択することにより、
効果的な洗浄が可能です。 

クロルヘキシジンのキャリーオーバを評価すること
により、低キャリーオーバ性能を確認しました。ク
ロルヘキシジンは、インジェクタやシステムから 

の除去が困難な吸着しやすい典型的な化合物です。
図1に、2 mg/mL.の試料を注入した後の1本目の 

ブランクのクロマトグラムを示しました。ACQUITY 

UPLC H-Classシステムは、このような吸着しやすい 

化合物であっても、キャリーオーバーを0.001% 

以下に抑えています。

MS検出器のように、より高感度な検出器でキャリー
オーバを評価するため、それぞれ5 ng/mLのオキシ
ブチニン、テルフェナジン混合試料にて試験を行い
ました。（図2）Waters タンデム四重極質量分析計 
(TQD)でキャリーオーバを測定した結果、オキシブ
チニンでは0.001%以下、吸着しやすい化合物で 

あるテルフェナジンでは0.006%以下ときわめて 

低い結果が得られました。このようなACQUITY 

UPLC H-Classシステムの低キャリーオーバは、幅広
い濃度範囲での分析においても、低濃度サンプル
を正確に定量することが可能であることを示して
います。
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図2 ACQUITY UPLC H-Class/TQDシステムによるオキシブチニンおよびテルフェナジンの 
キャリーオーバ試験

まとめ
キャリーオーバへの対処は、分離科学において難しい問題であるのが現状 

です。特にUPLCでの分離が要求されるような、高感度、高分離での分析を 

行う場合には、大きな問題となってきます。

吸着しやすい化合物であっても、UV検出での高濃度サンプルの分析や、生体
サンプル分析のMS検出で数ngレベルの定量を行う際にも、ACQUITY UPLC 

H-Classシステムは、キャリーオーバ問題を解決します。
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